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論文審査の要旨 

  

膵癌は予後不良な疾患であり、進行癌で発見されることも多く化学療法の効果に

及ぼす様々な因子の検索は臨床的にも重要な課題である。 

膵癌の化学療法の施行・効果および予後に対する喫煙の影響について様々な観点か

ら詳細に検討することが、本研究の目的である。 

 その結果、膵癌患者 262例において Current smoker群では、男性、若年者が有意

に多く、切除不能症例においては、遠隔転移例の割合が Nonsmoker 群と比較して有

意に多いことが明らかとなった。また、Current smoker群において、化学療法施行前の

白血球数、好中球数、ヘモグロビン値は Non-current群と比較して有意に高値であり、

Grade３以上の好中球減少症発生率も有意に低率であった。さらに、術後補助化学療

法完遂症例 72 例において施行期間とゲムシタビン総投与量、無再発期間を比較した

ところ、Current smoker 群と Non smoker群において有意差は見られず、切除例、切除

不能例それぞれにおいて Current smoker 群と Non smoker 群との予後の比較におい

ても全生存期間に有意差は見られなかったことを明らかにしている。 

以上より、喫煙は膵癌患者の化学療法の施行には影響を及ぼさないことが明らか

にした。さらに、今回初めて、喫煙が膵癌の長期予後に影響しない可能性が示唆

された。 

 本研究は、膵癌患者の化学療法における生命予後改善に向けた因子を明らかに

しており、消化器・総合外科学の進歩に寄与する有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器・総合外科学の

進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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